
サイエンスカフェ石川　　by 北陸先端大 ( 第 7回 )

日時：10 月 27 日 ( 土 )28 日 ( 日 )
　通常カフェ：１１：００－１６：００

サイエンスカフェ： １３：００－１４：４０

場所：石川県立大学　パティオ

　サイエンスとカフェ、一見、何の関係もなさそうな
二つですね。サイエンスカフェとは難しそうに思える
サイエンスを、お茶の時間の話題にしてしまおうとい
う企画です。
　今回はアートを専門にしておられるお二方から話題提
供していただき、それについて参加者同士お茶を飲みな
がら話していただきます。専門的な予備知識も、難しい
数式も、まったく必要ありません。
必要なのは「科学・サイエンスって何？」という好奇心。
それと、隣の人に話しかけるちょっとした勇気です。
あなたの参加をスタッフ一同お待ちしております。
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２７日：金沢２１世紀美術館　特任館長　蓑　豊 氏

タイトル：「街と美術館」

２００４年１０月９日にオープンした、円形ガラス張りの宇宙船のような建物。金沢２１世紀

美術館は、開館以来誰もが気楽に楽しめる「まちに開かれた公園のような美術館」を目指して

きました。入場無料のゾーンもある館内は明るく開放的で、体験型の作品を数多く展示してい

ます。それまでの美術館のイメージを変えた「まるびぃ」についてご紹介するとともに、生活

の中で、社会のなかで、美術館とはどんな場所なのか考えていきます。

２８日：北陸先端科学技術大学院大学　知識科学研究科　
准教授　永井　由佳里　氏

タイトル：「知識創造としての芸術」

芸術の意味とはなんでしょう、何かを作ろうと思い、手や体を動かして表現することは、それ

自体が面白く、人間にとっては何らかの意味があるようです。良いものを作ろうと考え込んだ

り、うまくいかずにがっかりすることはありますが、総じて、創造は人間にとってごく自然な

ことといえるでしょう。では、なぜ人は創造することができるのかと問われたら、どう説明し

ますか？ここでは知識としての創造過程をとりあげ、芸術を考察します。


